
選択
必修 選択

建築環境システム特論 1前 2
建築熱力学特論 1後 2
建築環境工学特論 1前 2
数値流体力学特論 1後 2
建築環境設備計画特論 1前 2
環境設計特論 1後 2
建築音響特論 1前 2
音環境計画特論 1後 2
都市計画学特論 1前 2
地域計画学特論 1後 2
建築・都市再生特論 1前 2
建築再生デザイン特論 1後 2
居住福祉学特論 1前 2
環境行動学特論 1後 2
都市住宅学特論 1前 2
都市居住マネジメント特論 1後 2
都市・建築史特論 1前 2
メタ建築史特論 1後 2
建築コンクリート構造学特論 1前 2
材料特論 1後 2
鋼構造特論 1前 2
耐震構造学特論 1後 2
建築振動工学特論 1前 2
振動解析工学特論 1後 2
耐風構造工学特論 1前 2
風環境工学特論 1後 2
木質構造設計学特論 1前 2
建築構造デザイン特論 1後 2
建築振動制御学特論 1前 2
建築構造解析特論 1後 2
建築・都市デザイン演習 1後 2 教授 松岡　聡
建築空間演習 1前 2 教授 竹口　健太郎
建築デザイン演習 1後 2 教授 垣田　博之
建築・都市コモンズ演習 1前 2 教授 髙岡　伸一
建築プロジェクトデザイン演習 1後 2 教授 堀口　徹
建築・まちづくり設計演習 1後 2 教授 駒田　由香

特別研究 建築工学特別研究 1・2通 12
インターンシップⅠ 1・2通 4 教授 竹口　健太郎

教授 松岡　聡
准教授 宮原　克昇

建築実務演習Ⅰ 1・2前 4 教授 髙岡　伸一
教授 垣田　博之
教授 堀口　徹

実践科学技術英語演習Ⅰ 1前 1
実践科学技術英語演習Ⅱ 1後 1

学位　

修了要件

修士（工学）

2年以上在学し、選択必修科目の授業科目の中から選択した1科目講義2単位（これをその学生の専修科目とす
る。）と特別研究12単位を必修とし、さらに専修科目以外の選択必修科目、選択科目の中から16単位以上、合計
30単位以上を修得しなければならない。
指導教員が当該学生の教育、研究上特に必要と認められた場合には、他の研究科、専攻から修得した授業科目の
単位については、8単位を限度として所定の単位数に充当することができる。

配当学年

各専修科目担当教員

建築実務演習Ⅱ 1・2後 4

准教授 犬伏　徹志

教授 岩田　範生

教授 野田　博

教授 福本　晃治

教授 松宮　智央

建築実務
演習

（インターンシッ
プ科目）

教授 橋本　啓子

インターンシップⅡ 1・2通 4

教授 脇田　祥尚

建築構造
工学

建築
デザイン学

共通

都市・建築
計画学

教授 宮部　浩幸

教授 山口　健太郎

准教授 関川　華

准教授 岡村　健太郎

教授 岸本　一蔵

担当教員

教授 岩前　篤

教授

建築学研究科　建築工学専攻　修士課程

分野 授業科目
単位数

環境・材料
工学

安福　勝

教授 長澤　康弘

教授 平栗　靖浩



選択
必修 選択

建築デザイン特論 1前 2

建築・都市デザイン演習 1後 2

建築空間設計特論 1後 2

建築空間演習 1前 2

建築設計特論 1前 2

建築デザイン演習 1後 2

建築・都市コモンズ特論 1後 2

建築・都市コモンズ演習 1前 2

建築プロジェクトデザイン特論 1前 2

建築プロジェクトデザイン演習 1後 2

建築・まちづくり設計特論 1前 2

建築・まちづくり設計演習 1後 2

ランドスケープデザイン特論 1前 2

ランドスケープデザイン演習 1後 2

都市計画学特論 1前 2

地域計画学特論 1後 2

建築・都市再生特論 1前 2

建築再生デザイン特論 1後 2

居住福祉学特論 1前 2

環境行動学特論 1後 2

都市住宅学特論 1前 2

都市居住マネジメント特論 1後 2

都市・建築史特論 1前 2

メタ建築史特論 1後 2

特別研究 建築デザイン特別研究 1・2通 12 各専修科目担当教員

インターンシップⅠ 1・2通 4 教授 竹口　健太郎

教授 松岡　聡

准教授 宮原　克昇

建築実務演習Ⅰ 1・2前 4 教授 髙岡　伸一

教授 垣田　博之

教授 堀口　徹

実践科学技術英語演習Ⅰ 1前 1

実践科学技術英語演習Ⅱ 1後 1

学位　

修了要件

建築学研究科　建築デザイン専攻　修士課程

分野 授業科目
単位数

建築
デザイン学

共通

担当教員

教授 松岡　聡

教授 竹口　健太郎

教授 垣田　博之

都市・建築
計画学

建築実務
演習

（インターン
シップ科目）

建築実務演習Ⅱ 1・2後 4

髙岡　伸一教授

脇田　祥尚

宮部　浩幸教授

修士（建築学）

教授 堀口　徹

駒田　由香教授

宮原　克昇

2年以上在学し、選択必修科目の授業科目の中から選択した1科目講義2単位（これをその学生の専修科目とす
る。）と特別研究12単位を必修とし、さらに専修科目以外の選択必修科目、選択科目の中から16単位以上、合
計30単位以上を修得しなければならない。
指導教員が当該学生の教育、研究上特に必要と認められた場合には、他の研究科、専攻から修得した授業科目の
単位については、8単位を限度として所定の単位数に充当することができる。
修士論文又は特定の課題についての研究成果を提出し、最終審査に合格しなければならない。

配当学年

インターンシップⅡ 1・2通 4

教授 橋本　啓子

教授 山口　健太郎

准教授 関川　華

岡村　健太郎准教授

准教授

教授
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